
清掃実施記録表

1 2 3 4 ５ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

検証者
事前に場所と清掃頻度を書き入れておき、清掃を実施した際に実施日へ清掃した者の名前を記入する。

もし清掃時に異常を発見した場合は備考欄にその内容と、必要に応じて対応を記入する。

年　　　　月

場所 清掃頻度
実施日 備考

（異常時の対応）



温湿度測定記録表

測定場所と基準を書き入れ、測定した温度/湿度等を下表に沿って記入する。

もし測定温度/湿度が基準から外れていた場合は、備考欄に対応を記入する。

基準

測定日

31
始業前
終業後

29
始業前
終業後

30
始業前
終業後

27
始業前
終業後

28
始業前
終業後

26
始業前
終業後

25
始業前
終業後

23
始業前
終業後

24
始業前
終業後

22
始業前
終業後

21
始業前
終業後

19
始業前
終業後

20
始業前
終業後

18
始業前
終業後

17
始業前
終業後

15
始業前
終業後

16
始業前
終業後

13
始業前
終業後

14
始業前
終業後

11
始業前
終業後

12
始業前
終業後

9
始業前
終業後

10
始業前
終業後

7
始業前
終業後

8
始業前
終業後

6
始業前
終業後

4
始業前
終業後

5
始業前
終業後

2
始業前
終業後

3
始業前
終業後

測定場所
※温度のみ/湿度のみも可

測定結果（℃） 測定者

1
始業前
終業後

年　　　　月

検証者

備考（異常時の対応）



温湿度測定記録表

検証者

月 火 水 木 金 土 日

年              月   第              週

場所 基準
測定結果 備考

（異常時の対応）

最初にいつの週のものかを記録名下に記入し、測定場所ごと基準（温度のみ/湿度のみの設定も可 能）を書き入れ、測定した温度/湿度等を下表に

沿って記入する。

 もし測定温度/湿度が基準から外れていた場合は、備考欄に外れていた日とその対応を記入する。



校正記録表 

校正するもの 検証者

合否基準

校正頻度

校正結果 合否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

/ 合・否

使用器具の衛生管理   計測機器の校正に対する要件

校正日 校正者
校正 備考

(否の場合の対応)

  校正するものと合否基準、校正頻度を書き入れ、校正結果等を下表に沿って記入する。もし

校正結果に問題があった場合は、備考欄に対応を記入する。



校正記録表

検証者

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

校正するものごとに頻度と管理担当、校正方法を記入する。

校正を実施した後は、当該月に「◯」を記入する。

校正で異常があった場合には、備考欄に対応を記入する。

備考

（異常時の対応）
校正するもの 頻度 校正方法 管理担当

校正実施月



使用水管理記録表

始業前と終業後に、使用水を下表に沿って確認して結果を記入する。

もし確認結果にて異常があった場合は、備考欄に対応を記入する。

・色・濁り・におい・異物：異常がなければ「◯」を記入

・残留塩素：測定した値を記入（基準：0.1ppm以上）

色 濁り におい 異物 残留塩素

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm

始業前 ppm

終業後 ppm
31

28

29

30

25

26

27

22

23

24

19

20

21

16

17

18

13

14

15

10

11

12

7

8

9

4

5

6

1

2

3

検証者

測定日 確認者
確認結果 備考

(異常時の対応)



受入記録表    

受入原材料ごとに下表の項目を記入して記録する。

受入日欄はその日最後の受入原材料で区切り、受入日が同じものをわかるようにする。

受入で表面温度や包装の破損等に問題があった場合は、備考欄に対応を記入する。

受入日 納入業者 原材料名  数量 表面温度 合否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

℃ 合・否

検証者

備考（否の場合の対応）



検食記録表

検証者

製造日 製品名／ロ ット 出荷数量 販売先 配送時刻

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

検食は、製造 日、製品名または ロットを記入して冷凍庫に保存し、本記録表には下表に沿って情報を記入

する。検食の保管において問題があった場合は、備考欄に対応等を記入する。

備考 （異常時の対応等）



回収記録表

製品の回収が発生した場合、下表の項目に沿って記入して記録として保管する。

検証者

回収日

回収結果

(数量と比率)

回収理由

保健所指示事項

指示事項への対応

回収製品

回収量と範囲

(ロット、バッチ等)

出荷先と数量



食品取扱者の衛生記録表

検証者

服 装 体 調 ケ ガ 私 物 服 装 体 調 ケ ガ 私 物 服 装 体 調 ケ ガ 私 物 服 装 体 調 ケ ガ 私 物 服 装 体 調 ケ ガ 私 物 服 装 体 調 ケ ガ 私 物 服 装 体 調 ケ ガ 私 物

火 水

年       　　   月   第     　　     週

最初にいつの週のものかを記入し、下記の事項が守れているかを確認して記入する。

・服装：作業着、帽子、マスク等、決められた服装を着用し、毛髪や爪に問題なければ「◯」を記入

・体調：黄疸、腹痛、下痢、発熱、吐気・嘔吐、耳や目・鼻からの病的な分泌物がなければ「◯」を記入

・ケガ：手にやけど、切り傷等で感染が疑われるものがなければ「◯」を記入

　　　　※  外傷があった場合でも、耐水性の保護がされていれば「◯」

・私物：腕時計、指輪、ネックレス等、許可のない私物を持っていなければ「◯」を記入

異常があった場合には備考欄に日付とその内容と、必要に応じて対応を記入する。

木 金 土 日 備考

（異常時の対応）
食品取扱者 氏名

月



製品説明書

ア　単品製品の場合

№ 分類　

【記入方法】

メニュー

例）野菜サラダ、リパック品　等

加熱しない惣菜1

　　　単品料理の場合は、惣菜の製造方法（加熱の有無、包装のタイミング）で分類する。

イ　弁当や丼もの等の複数の惣菜を組み合わせた製品の場合

　　　製品を構成する料理ごとに分類する。

加熱後に包装する惣菜

3 包装後に加熱する惣菜

例）和え物、煮物、揚げ物　等

2

例）ハンバーグ等の袋詰めされた惣菜　等



殺菌記録表          

現場にて殺菌を適切に実施できるよう、あらかじめ基準欄を記入する。 検証者

現場では殺菌作業時に下表に沿って測定した値等を記入する。 

もし測定結果にて異常があった場合は、備考欄に製品数量と対応を記入する。

作業前 作業後

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

備考

(基準に満たなかった製品数量 とその対応)

/

/

確認日 確認者 製品名/ロット
濃度

時間

基準
濃度

時間



製品検品記録表

現場にて製品検品を適切に実施できるよう、あらかじめ基準欄を記入する。

現場での検品作業時に下表に沿って確認した製品、検品した数量等を記入する。

もし検品にて異常があった場合は、備考欄に製品数量と対応を記入する。

確認日 製品名/ロット 検品数量
ラベル 不良

品数

異物・包装 異

常品数

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

検証者

基準

確認者
備考

(異常時の対応 等)



金属検出記録表

検証者

基準

通過前 通過後

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

/ 可 ・ 不可 可 ・ 不可

備考

（感知・排除異常、金属検出製品への対応 等）
確認日 確認者 製品名/ロット

テストピースの感知・排除 金属が検出

された製品数

あらかじめテストピースの大きさを基準欄へ記入する。

現場では金属検出機へテストピースを通し、問題がなければ「可」に〇を入れ、もしテストピースが 排除/感知されない場

合には「不可」に〇を入れて備考へ対応を記入する。

製品にて金属が検知された場合、備考欄には検知された製品に取った対応も合わせて記入します。



加熱温度記録表 

現場にて加熱の基準を確認できるよう、あらかじめ基準欄を記入する。 検証者

現場では下表に沿って、測定した値等を記入する。

もし測定結果にて異常があった場合は、備考欄に製品にとった対応を記入する。

確認者 製品名/ロット 測定結果
測定後

加熱時間

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

基準

確認日
備考

（加熱不足な製品への対応）

/



冷却温度記録表

現場にて冷却の基準を確認できるよう、あらかじめ基準欄を記入する。 検証者

現場では下表に沿って、測定した値等を記入する。

もし測定結果にて異常があった場合は、備考欄に製品にとった対応を記入する。

確認者 製品名/ロット 測定結果
冷却に

かかった時間

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

基準

確認日

/

備考

（基準内の冷却ができなかった場合 の対応）


